
歴史的に中立であるための方法
口述による歴史記録実践ガイド
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語り手について必要な調査を行い，中立的
な質問をする練習をします。

研究する。フォローアップ質問の
仕方を研究し，教会員にとってどの
ような問題が重要であるかを学び 
ます。

耳を傾ける。議論の的となって
いる話題が持ち上がった場合に
は，聞き役に徹します。 

語り手は，自分の考えを批判され
たと感じることや，ばつの悪い思
いをすることなく，個人的な事情
や困難な状況を安心して話すこと
ができました。

© 2022 Intellectual Reserve, Inc. All rights reserved. バージョン：2/22. 原題：How to Be Historically Neutral. Japanese. PD80001006 300

尋ねる。フォローアップ質問を使って，さ
らに考えを聞き出します。

回避する。その話題に関して個
人的な見解を伝えることは避け
ます。

質問がある場合や助けが必要な場合  ご自分のマネージャーに相談し，『口述による歴史記録ガイド』の2ページと7ペ
ージを参照してください。

 

なぜ重要なのか？ 
口述による歴史記録は情報を提供するものである
べきですが，口述歴史家は偏った見解や読者を誘
導するような記述を含めてはなりません。

知っておくべきこと 
たとえ語り手の見解とは相反する見解や異なる見解があっ
たとしても，語り手の見解に対する理解を深めるための
質問のみをするべきです。質問はすべて，語り手からさ
らに考えを引き出す助けとなるものであるべきです。

その他のリソース  
『口述による歴史記録ガイド』の以
下のページを参照してください。

•	 2ページ—傾聴，客観性，公平性，
裁かないことの重要性

•	 7ページ—口述歴史家と語り手の
間の相違や障壁を防ぐ


